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Vertica Advanced Analytics Platform
次世代ビッグデータ解析プラットフォーム

データシート

今日の大量データの処理 

今日のデータインフラストラクチャーには、あらゆる場所から
データが入ってきます。CRMやERPといったビジネスシステ
ム、マシン生成データの収集に用いられるセンサー、ツイートな
どのソーシャルメディアのデータ、Webログやデータストリー
ム、ガスや電力の系統、モバイルネットワークなど、多様なデー
タソースがあります。このようにさまざまな場所から集められ
たデータの保存と管理には、多くの企業で低コストのストレー
ジがばらばらに使用されており、高度なデータ分析を大規模に
実施しようとする場合、複雑さとサイロ化が障害となります。

データの量、速度、多様性を管理するために、新しい革新的なビッ
グデータ分析プラットフォームが登場しています。それらは主
にデータの規模と複雑性への対処を目的としていますが、中に
はすべてのデータに一様な方法でアクセスするのが難しいもの
や、ごく限られたインフラストラクチャーオプションしか持た
ないものもあります。データ主導型企業のニーズに応えられる
高度な分析プラットフォームとは、すべてのデータにアクセス
でき、インフラストラクチャーに関する制限のないものだけで
す。データのマネタイゼーションから顧客の維持、コンプライ
アンス、トラフィックの最適化に至るまで、ビッグデータ分析
プラットフォームを利用する企業は、小売、医療、通信、エネ
ルギーなど、さまざまな産業の力学を変えつつあります。

ビッグデータ分析プラットフォームの主要な 
テクノロジー要件

そこで、現在と将来のデータの課題に応えるために、データ分
析ソリューションに何が必要かを考えてみましょう。次の点に
ついて考えます。

大量のデータを統一的方法で分析: 多くの企業では、無制限の
規模のデータ分析と、適切なときに適切な場所にデータを保存
できる能力が求められています。現時点では、データのスケー
ルはテラバイトやペタバイト単位です。近い将来は、エクサバ
イトも視野に入ってくるでしょう。

ビジネスの期待に応える: ユーザーは、結果を待つことを望み
ません。使用するソリューションは、高いスケーラビリティを
備え、サービスレベルアグリーメント (SLA) とビジネスニーズ
を満たしながら、最低限の総所有コスト (TCO) で迅速に投資回
収 (ROI) を実現できる必要があります。

一般的なツールの使用: ビッグデータ分析に抽出、変換、ロー
ド型 (ETL) ツールやSQLベースのビジュアリゼーションを使用
している場合、分析プラットフォームは、信頼性の高い強力な
SQLを提供するとともに、すべてのツールとの組み合わせで動
作することが検証されている必要があります。主要なベンダー
のツールだけに対応しているものや、単独のインフラストラク
チャープラットフォームに制限されるものは適しません。

Vertica Advanced Analytics Platform － 制限や 
妥協を排除

データベース分野の伝説的指導者であるマイケル・ストーンブ
レーカーが構想したVertica Advanced Analytics Platformは、
最初のコード作成時からビッグデータ分析専用に構築されてい
ます。なぜでしょうか。それは、データウェアハウス、実証さ
れていないオープンソースソリューション、そして従来どおり
のビジネスの慣行が、テクノロジーの制約となり、ビジネスに
苦しい妥協を強いているからです。Vertica Advanced Analytics 
Platformは、速度、スケーラビリティ、単純さ、オープン性を
核として意識的に設計されており、分散型の圧縮されたカラム
型アーキテクチャーを通じて分析ワークロードを処理するよう
に構築されています。Vertica Advanced Analytics Platformは、
驚異的な高速性 (クエリの実行が50～ 1,000倍高速)、エクサバ
イトのスケール (サーバー 1台あたりのデータ容量が10～ 30
倍)、オープン性、単純さ (あらゆるビジネスインテリジェンス
＜BI＞ツール、ETLツール、Hadoopなどが使用可能) と、従来
のデータウェアハウスソリューションよりもはるかに低いコス
トを特長とし、実証されていないオープンソースソリューショ
ンよりも短期間で市場投入が可能です。
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Verticaのパワーを生み出すテクノロジー

Verticaは、ビッグデータ分析の課題を解決するために一から設
計されています。超並列処理システムにより、エクサバイトの
規模に対応し、業界で最も条件の厳しいユースケースで実証さ
れています。カラムストアとデータのアグレッシブな圧縮を利
用することで、ビッグデータを超高速で分析できます。古い時
代に構築された旧式の行ストアテクノロジーに比べて、クエリ
時間を数時間から数分、あるいは数分から数秒に短縮できます。
さらに、Verticaには、グラフ分析、三角形カウント、モンテカ
ルロシミュレーション、地理空間分析といった高度なSQLベー
スの分析が組み込まれています。すなわち、フル機能の分析デー
タベースシステムです。そして、これらすべての機能を、きわ
めて条件の厳しいユースケースでVerticaに直接読み込まれた
「ホットデータ」に適用することも、HDFSやAmazon S3といっ
た外部の場所にあるデータに適用することもできるので、デー
タの移動なしに統一された分析表示を実現できます。

Verticaのインデータベース機械学習機能を使用すれば、ビッグ
データを活用しながら、予測分析のプロセスをシンプル化、高
速化することで、意思決定を改善し、競争上の立場を強化し、
情報を入手するまでの時間を短縮できます。データの準備から
展開まで、Verticaは機械学習のプロセス全体をサポートしま
す。また、モデルを複数のVerticaクラスターに展開できるので、
Verticaを分析エンジンとして埋め込んだソリューションも実現
できます。

Verticaのすべてのリリースは、ビジュアリゼーションツールと
ETLツールに関して検証され、テストされています。一般的な
SQLと、Java Database Connectivity (JDBC)/Open Database 
Connectivity (ODBC) がサポートされます。これにより、ユー
ザーは、これらのテクノロジーに関する何年分もの投資とト
レーニングを節約できます。一般的なすべてのSQLプログラミ
ングツールや言語がシームレスに動作するからです。Tableau
やMicroStrategyなどの最先端のBIおよびビジュアリゼーション
ツールや、Informatica、Talend、Pentahoなどの一般的なETL
ツールが緊密に統合されています。

Vertica Advanced Analytics Platformの核となるのは、今日の
分析ワークロードの処理に特化して設計されたカラム指向の
リレーショナルデータベースです。古い時代に少量のデータ
の処理を目的として設計された市販やオープンソースの行ス
トア型ソリューションと異なり、Vertica Advanced Analytics 
Platformには以下のような特長があります。

•• 完備された高度なSQLベースの分析機能による強力なSQL 
分析

•• クラスター方式のビッグデータ格納による、高いパフォーマ
ンスのクエリと分析

•• 高度な圧縮により、同等のデータ分析ソリューションに比べ
て少ないハードウェアとストレージで動作

•• ワークロードの増加に容易に対応できる柔軟性とスケーラビ
リティ

•• クエリの際のロードスループットと同時実行の向上
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•• RおよびPythonによる内蔵予測分析と、インデータベース機
械学習アルゴリズム

•• オーバーヘッドとチューニングのためのデータベース管理者 
(DBA) による介入が少ない

Verticaは、最高のスケーラビリティを持つ大規模なビッグデー
タ分析を実現します。独自設計のメモリ-ディスクバランス型分
散圧縮カラムストア方式により、今日のデータ分析ワークロー
ドの処理を古い技術よりもはるかに高速に行えます。

デプロイメントモデルと利用モデルの幅広い選択

Verticaは、オンプレミスでも、Hadoop上でも、クラウドでも
利用でき、統一された1つの分析エンジンにより、実証済みのビッ
グデータ分析を比類のない速度とスケールで実現します。イン
フラストラクチャーの制約とは、将来にわたって無縁です。

•• Verticaは、自社のデータセンターにオンプレミスで展開
することも、プライベートクラウドに展開することも、
Amazon、Azure、Google、またはVMware®クラウドなど
のパブリッククラウドに展開することもできます。その方法
は簡単です。Vertica Enterpriseライセンスを取得して、同
じ統一されたエンジンをクラウドに展開するだけです。追加
の容量が必要で、オンプレミスハードウェアを準備する時間
がない場合には、これは魅力的なオプションです。

•• 統一されたVerticaエンジンを、Apache Hadoop®にネイティ
ブに展開できます。Vertica SQL on Apache Hadoop®は、
データの探索とSQL分析を高速化し、組織で使用されてい
るHadoopディストリビューションでネイティブに実行でき
ます。

クラウド ━ Verticaソフトウェアは、Amazon、Azure、Google、
VMwareクラウドでの実行に最適化され、あらかじめ構成され
ています。Verticaを使用すれば、展開、セルフプロビジョニング、
BIおよびETLソフトウェアツールとの統合を迅速に行う俊敏性
と拡張性が得られます。小規模から出発してビジネスの成長と
ともに拡大できる柔軟性により、データウェアハウスをクラウ
ドやオンプレミスにシームレスに移行し、また元に戻すことが
できます。このレベルの俊敏性があれば、妥協の必要はありま
せん。

オンプレミス ━ Vertica Advanced Analytics Platformは、「シェ
アードナッシング」型の分散データベースであり、コスト効果
の高い市販サーバーのクラスターで動作します。パフォーマン
スを強化するには、クラスターにサーバーを追加するだけで済
みます。Verticaはグリッドアーキテクチャーを採っているため、
多数のCPUやSANを備えた「ビッグアイアン」サーバーを必要
とする従来のデータベースに比べて、ハードウェアと規模拡大
のコストを大幅に (70～ 90%) 削減できます。

また、クラスター化により、クエリやロードをクラスター内の
複数のノードで並列処理することで、スループットを高め、パ
フォーマンスを向上させることができます。

Hadoop ━ Hadoopと組み合わせて使用する場合、Vertica for 
SQL on Apache HadoopはHadoopクラスターに直接インス
トールされます。強力なデータ分析機能のセットを利用するこ
とで、各プラットフォームを単独で使用する場合よりもはるか
に多くの成果が得られます。クエリにヘルパーノードを使用し
ないため、単一障害点が存在しません。ORC、Parquet、Avro
などのネイティブHadoopファイル形式の読み込みと、Parquet
の書き込みも可能です。Vertica SQLエンジンをHadoopクラス
ターにインストールすることで、高度で包括的なSQL on Hadoop
機能を利用でき、TPC-DSクエリが100%変更なしで動作し、す
べてのHadoopディストリビューションが使用できます。

ビッグデータのマネタイゼーションと活用

Vertica Advanced Analytics Platformを使用すれば、夢物語を
飛び越えて、ビッグデータの価値を実現できます。以下に紹介
するのは、Verticaを利用して、最も戦略性の高い資産であるデー
タの活用に成功した企業の例です。

•• Intuit ━ 何十億件ものトランザクションを処理して、TurboTax
で納税準備をしている数百万人のユーザーに、個々のユー
ザーに合わせた回答を迅速に返します。

•• Conservation International ━ 科学者が8,600万件のレ
コードを対象に調査地と種の比較分析をほぼリアルタイムで
行い、気候、人間、土地利用の影響を評価するために役立っ
ています。

•• Cerner ━ 救急救命室 (EMR) 臨床医の効率を分析すること
で患者の治療を改善し、敗血症警告モデルに基づいて現在ま
でに500人の命を救いました。

•• Anritsu ━ 従来のEDWに代わってVerticaを新しい埋め込み
分析データベースとして採用し、これまで理論上の存在だっ
た予測分析ソリューションを実現することで、わずか4か月
で投資を回収し、351%のROIを達成しました。

•• Guess ━ モバイルデバイスを通じて重要な日次店舗レポー
トを作成することで、売上を正確に把握し、商品の供給と配
分を改善し、顧客の購買行動に関する貴重な情報を入手して
います。
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コンセプトを現実へと変換するVerticaのパワーをお試しくださ
い。Vertica次世代ハイパフォーマンスSQL分析エンジンは、さ
まざまなニーズに応えられるように、オンプレミス、クラウド、
Hadoopの3つの統合形式で提供されています。お客様のニーズ
はそれぞれ異なるので、分析データベースもそれぞれ異なる必
要があります。www.vertica.com/tryで今すぐVerticaをお試しい
ただけます。

詳細情報
www.vertica.com
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